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研究テーマ 

社会的な見方や考え方を働かせ、仲間とともによりよい社会づくりへの参画をめざす社会科の授業 
－３年社会科「はたらく人とわたしたちのくらし ～新川で初めて作られた白しょうゆ･白だしのおい

しさのひみつを解き明かそう～」の実践より－ 
１ 研究の概要 
（１）主題設定の理由 
「学校のまわりには家や公共施設が思っていたよりも多くてびっくりした。」「学校があるところは家に囲まれ、家

のあるところはお店に囲まれていて、すごいなと思った。」前単元「学校のまわり」での子どもの意見である。普段
なにげなく生活している学校周辺の様子を自分事としてとらえ、追究活動を通して考えを深めていく姿が見られた。
そこで、初めて社会科を学ぶ子どもたちの社会参画の意識をより高めたいと考えた。本単元は、学区発祥であり、碧
南市の特産品である白しょうゆ･白だしを教材として取りあげる。普段の料理に白しょうゆ･白だしが使われているか
を尋ねると、「わからない」と答える子どもが68％であった。学区発祥でありながら、普段、あまり意識されていな
い特産品が教材であるため、子どもたちが自分事として社会的事象に向き合うには最適な教材だと考える。 
子どもたちが社会的事象を自分事としてとらえることができるようにするため、白しょうゆとこいくちしょうゆの

比較や七福醸造株式会社の見学などの活動を通して、白しょうゆ･白だしが新川発祥で、身近な料理に使われていて
おいしいという事実に出合わせる。課題意識をもち続けることができるようにするため、新川発祥の白しょうゆ･白
だしのおいしさのひみつを追究するなかで、「白しょうゆ博士とプロの料理人出前講座」や「白しょうゆ･白だしのお
いしさのひみつをまとめる活動」を単元に組み込む。また、社会的な見方や考え方を働かせられるように、白しょう
ゆの工場で働く方や出前講座の講師の方の思いに触れる機会を設け、出合った教材を比較･関連づける発問を工夫す
る。よりよい社会づくりへの参画をめざす意識を高めるために、仲間と協働的に学んだり、単元を通して学んできた
社会認識にずれが生じるような事象に出合わせたりする。 
本単元を通して、社会的事象を自分事として向き合い、粘り強く課題を解決し、協働的に学ぶなかで、よりよい社

会づくりへの参画をめざす意識を高める子どもの姿を願っている。 
（２）研究主題のとらえ 
本研究では、研究主題「社会的な見方や考え方を働かせ、仲間とともによりよい社会づくりへの参画をめざす社会

科の授業」を次のようにとらえた。 
●社会的な見方や考え方を働かせ 
 「社会的な見方や考え方を働かせ」とは、社会的事象を、位置や空間的な広がり、時期や時間の経過、事象や人々
の相互関係に着目してとらえ、比較･分類したり、統合したり、地域の人々や市民生活と関連づけたりして、知りた
い･調べたいと強く思うことととらえる。本研究では、白しょうゆ・白だしのおいしさのひみつを自分事としてとら
え、粘り強く課題を解決する姿ととらえる。 
●仲間とともに 
「仲間」とは、共に学び合う学級の子どもだけでなく、学びを通してかかわりあう人・こと・ものもすべて含めた

ものととらえる。よりよい社会づくりへの参画のためには、仲間の思いや考えに触れることで、社会認識を深めてい
くことが大切であると考える。本研究では、協働的な学習を進めるなかで、考えを深める姿ととらえる。 
●よりよい社会づくりへの参画をめざす 
「よりよい社会」とは、そこにかかわる人にとって幸せを感じられる社会である。追究により社会構造を認識し、

自分なりの問題解決が見えた先にあるのが「よりよい社会づくり」ととらえる。「参画をめざす」とは、「よりよい社
会」へ「参画する」という行動化だけをめざすのではなく、行動化への意識や意欲を高めたり、きっかけを作ったり
する「参画していこうとする」姿や、社会とのかかわりに「思いをはせる」姿も参画ととらえる。本研究では、白し
ょうゆ･白だしのおいしさのひみつを広めたいと動き出そうとする姿ととらえる。 
（３）めざす子ども像 
・新川発祥の白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを解明したいと強く思い、「作り方のひみつ」「はたらく人のひ
みつ」「味わい方のひみつ」で学んだ事実を比較、関連づけたりしながら、粘り強く課題を解決する子ども 

・新川発祥の白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを粘り強く追究することを通して、仲間の意見や思いにふれて
考えを深めるなかで社会参画の意識を高め、その意識をもとに、白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを広めた
いと動き出そうとする子ども 

（４）研究の仮説 
仮説１ 単元との出合いを工夫して単元を貫く課題を設定（①）し、課題意識をもち続けることができる単元計画
（②）を仕組めば、子どもたちは、新川発祥の白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを解明したいと強く思い、「作
り方のひみつ」「はたらく人のひみつ」「味わい方のひみつ」で学んだ事実を比較、関連づけたりしながら、粘り強く
課題を解決できるだろう。 
仮説２ 資料や発問を工夫し、追究活動を通して得た考えを話し合う場を設定（③）し、社会参画の意識を具現化す
るための工夫(④)を考えれば、子どもたちは、仲間の意見や思いにふれて考えを深めるなかで社会参画の意識を高め 
その意識をもとに、白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを広めたいと動き出そうとするだろう。 
（５）研究のてだて 
仮説１に対するてだて 
① 単元との出合いの工夫と単元を貫く課題の設定 
新川発祥の白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを解明したいと強く思うことができるようにするため、「白しょ
うゆとこいくちしょうゆの実物」「明石公園にある白しょうゆの記念碑」を提示する。さらに、「七福醸造株式会社
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の見学」を設定し、白しょうゆ･白だしが新川発祥で、身近な料理に使われていておいしいということに気づくこ
とができるようにし、単元を貫く課題を設定する。 

② 課題意識をもち続けることができる単元計画 
 七福醸造株式会社の見学で見つけた「作り方のひみつ」「はたらく人のひみつ」「味わい方のひみつ」を比較、関連
づけたりしながら、粘り強く課題を解決できるようにするため、子どもの思考に合わせて、「白しょうゆ博士とプ
ロの料理人出前講座」「白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつをまとめる活動」を単元に組み込む。また、働く
方の思い（七福工場の芝田さん･白しょうゆ博士の加藤さん･料理研究家の山口さん･調味料エバンジェリストの下
倉さん）に触れる機会を設け、社会的な見方や考え方を働かせるように発問を工夫する。 

仮説２に対するてだて 
③ 資料や発問を工夫し、追究活動を通して得た考えを話し合う場の設定 
仲間の意見や思いにふれて考えを深めるなかで社会参画の意識を高めるため、単元を貫く課題を粘り強く追究する
ことを通して得た考えを話し合う場を設定する。「３年１組では78％の家庭で使われている白しょうゆが、全国で
は生産量が0.7％である事実」を示し、「追究活動で得たおいしさのいちばんのひみつ」と「白しょうゆの全国で
の生産量」をかかわらせる発問をする。 

④ 社会参画の意識を具現化するための工夫 
高まった社会参画の意識をもとに、白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを広めたいと動き出そうとするため、
解き明かしたおいしさのひみつを活用できるような学習課題を提示し、社会参画する対象や方法を考える。 

（６）単元の目標 
・地域に見られる工場の仕事について、見学･体験した
り資料を調べたりして、必要な情報を集め、生産に
従事する人々の仕事の様子や地域との関連を理解す
ることができる。（知識及び技能） 

・工場の仕事の様子と地域の人々の生活との関連を考
え、適切に表現することができる。（思考力･判断力･
表現力等） 

・地域にみられる工場の仕事について、予想を立てた
り、学習を振り返ったりして、主体的に学習問題を
追究し、解決しようとしている。（学びに向かう力、
人間性等） 

２ 研究の実践と考察 
（１）指標児童の設定 
指標児童Ａの現状と願いを資料１に示す。 
（２）単元計画 
単元計画を資料２に示す。指標児童Ａの変容をもと

に仮説を検証していきたい。 
 
 
 
 
 
 

（３）授業の実際 
ⅰ てだて①単元との出合いの工夫と単元を貫く課題

の設定 
 第１時で、白しょうゆへの興味･関心を高めるた
め、「白しょうゆとこいくちしょうゆの実物（写真
１）」を提示し、「白しょうゆとしょうゆのちがいを考
えよう」という課題を提示した。においをかぐ、味見
をするなどしながら、白しょうゆとしょうゆを比較す
る活動を行った。子どもたちは、「あまい味」「うすくて強
い味」「塩としょうゆの味」（写真２ⓐ）、「うすい色」「ラ
ー油みたいな色」（写真２ⓑ）、「うすいにおい」「やさしい
におい」（写真２Ⓒ）、「さしみにあいそう」「おいしい」
（写真２ⓓ）など、白しょうゆの「ⓐ味」「ⓑ色」「ⓒに
おい」「ⓓ使われ方」に気づいていった。教師は、白しょ
うゆが新川発祥であることに気づき、白しょうゆのひみ
つを解明したいと強く思うことができるようにするた
め、「明石公園にある白しょうゆの記念碑」（写真３）を
提示し、「この記念碑はどこにあるか知ってる。どうしてあるのか知ってる」と
問いかけた。その後、「ⓐ味」「ⓑ色」「ⓒにおい」（写真２）に共通する「うす
い」の意見を取りあげ、「白しょうゆはどのように作っているのかな」と問いか
け、「七福醸造株式会社の見学」に行くことを伝えた。Ａは「白しょうゆとしょ
うゆのちがいがいろいろ分かって」「色、味、においがうすいこと」と、白しょ

【Ａの現状と願い】【資料１】 
理解力があり、一生懸命取り組む児童である。「学校があるところは家

に囲まれ、家のあるところはお店に囲まれていて、すごいなと思った。」
と記述し、学校のまわりの様子について、自分の生活と追究したことを関
連づけ、考えを深める姿が見られた。しかし、自分の考えを押し通す傾向
があり、一度決めたら譲らない一面も見られる。そこで、追究から得られ
た自分の意見と仲間の意見をかかわらせることで、他の意見を取り入れな
がら、自分の考えを振り返ることができるようになってほしい。 

写真３ 明石公園
の記念碑 

写真１ 提示した「白しょう
ゆ」と「こいくちしょうゆ」 

資料２ 単元計画 

ⓐ 

ⓑ 

Ⓒ 

写真２ 第１時授
業板書 

ⓓ 

白しょうゆとしょうゆのちがいがいろいろ分かっ
て楽しかったです。色、味、においがうすいことに
気づきました。白しょうゆが新川ではじめて作られ
たなんて知らなかったです。白しょうゆのことをた
くさん知りたいな。七ふくさんに早く行きたいで
す。（第１時のＡの授業記録）【授業記録１】 
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うゆへの興味・関心を高め、「新川ではじめて作られたなんて」「白しょうゆのこと
をたくさん知りたい」「七ふくさんに早く行きたい」と、白しょうゆが新川発祥で
あることに気づき、白しょうゆのひみつを解明したいと強く思い始めていることが
うかがわれる【授業記録１】。第２･３時では、「白しょうゆのことをたくさん知り
たい。七ふくさんに早く行きたい」という思いをもとに、新川発祥の白しょうゆ･
白だしのおいしさのひみつを解明したいと強く思うことができるようにするため、
「白しょうゆを作っている工場を見学して、ひみつを見つけよう」という課題で、
「七福醸造株式会社の見学」（写真４･５）を行った。見学前の話し合い活動で見学
の視点を「⑴作り方、機械のひみつ」「⑵はたらく人のひみつ」「⑶味や食べ方のひ
みつ」にしぼり、気づいたことや工場の方の話などをワークシートにメモするよう
にした。Ａのワークシートを【授業記録２】に示す。⑴は「20どにします」「ほん
がれぶしやどんこしいたけでだしを作って」、⑵は「ありがとうといったら、（塩
が）しろくて、おいしそう」「ありがとうはおいしくなるじゅもん」、⑶は「人がさ
いごにみてくれる」「白しょうゆをつかうだけで、はやくておいしく」「どのりょう
りにいれても、おいしくたべられる」などと記述【授業記録２】し、見学や工場の
方のお話から、白しょうゆ・白だしのひみつを見つけていった。見学後、「いちば
ん心に残ったことは何かな」と問いかけ、振り返りを記述した。Ａは「あじわって
たべたい」「きゅうりがいちばんおいしかった」と、白しょうゆ･白だしのおいしさ
に気づき、「白だしだけを作っている会しゃはめずらしい」「白しょうゆ
や白だしのおいしさをもっとしりたい」と、新川発祥の白しょうゆ･白
だしのおいしさのひみつを解明したいと強く感じていることがうかがわ
れる【授業記録３】。第４時では、「きゅうりがいちばんおいしかった」
「白しょうゆや白だしのおいしさのひみつをもっとしりたい」をもと
に、白しょうゆ・白だしが身近な料理に使われていておいしいということに
気づき、単元を貫く課題を設定するため、「七ふくさんの見学をふり返ろう」
という学習課題を提示した。子どもたちの意見は、「試食」に多く集まった。
「たまごスープがおいしかった」「たまごやきがおいしかった」「きゅうりのあさづけがおいしかった（児童Ａ）」「七
ふくさんの気持ちがこもっている」「えがおになれる」など、白しょうゆ･白だしが身近な料理に使われていておいし
いということに気づいていった。教師は、白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを解明したいと思うようにするた
め、「去年、３年生が白しょうゆのおいしさのひみつを教えに来てくれたと思うけど、覚えてる」と問いかけた。「来
てくれたのは覚えてるけど、ひみつは覚えてない」「正直、何を言っているかが分からなかった」「今年もおいしさの
ひみつを伝えたい」などの意見が出てきた。さらに、「白しょうゆや白だしのおいしさのひみつは何」と問いかけ
た。「見学のことをしっかり調べて、ひみつをはっきりさせたい」という意見が多く出てきた。そこで、「新川で初め
て作られた白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを解き明かそう」という単元を貫く課題を提示して、追究してい
くことにした。Ａは「白しょうゆや白だしがおいしい」と新川発祥の白しょうゆ・白だしがおいしいことに気づき、
「はたらいている人が心をこめているから」「おいしさのひみつを分かりやすくおしえたい」と、白しょうゆ･白だし
のおいしさのひみつを解明したいと強くと感じていることがうかがわれる【授業記録４】。よって、てだて①によ
り、新川発祥の白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを学びたいと強く思うことにつながったと言えるだろう。 
ⅱ てだて②課題意識をもち続けることができる単元計画 
「おいしさのひみつを分かりやすくおしえたい」という思いをもとに、「新川で初めて作られた白しょうゆ・白だ

しのおいしさのひみつを解き明かそう」という課題を粘り強く追究していこうと考えた。「おいしさのひみつは何？
作り方からとき明かそう！（第５時）」「おいしさのひみつは何？はたらく人からとき明かそう！（第６時）」という
課題を提示し、白しょうゆ・白だしの作り方の工夫やはたらく人の思いに迫ることで、おいしさのひみつを解明しよ
うと考えた。第５時では、おいしい作り方のひみつを解き明かすため、見学後のワークシートに多く記述されていた
事柄をもとに、作り方のひみつを「①天然の材料を使う」「②麴菌だけをしっかり混ぜる」「③昔な
がらの作り方で作る」（資料３）の３つにしぼって提示し、社会的な見方や考え方を働かせるた
め、「３つの中で大事だと思うものはどれかな」と発問した。子どもたちの
意見は、①（12人）・②（６人）・③（11人）と分かれた。①は「高級な材
料をそのまま使う」「新鮮な材料を使うから、もっとおいしくなる」「いい材
料からだしをとるから、自然な味でおいしい」、②は「他の菌が混ざると台
無しになる」「納豆菌がまざると納豆になっちゃう」③「昔のままの９：１
が、あまい味のひみつ（児童Ａ）」「昔から伝わってきた技術」「これからも
伝わっていく技術」など、作り方の観点から、おいしさのひみつをとらえて
いった。教師は、おいしさのひみつを解き明かすため、七福工場で働く芝田
さん（写真６）のインタビュー（資料４）を提示し、「おいしい作り方のひ
みつは何だろう」と発問し、振り返りを記述した。Ａは「はたらく人が手間
と時間をかけ」「高きゅうなざいりょうを使い、こうじきんだけをまぜてい
る」と、①②の意見や芝田さんの思いに触れながら、おいしい作り方のひみ
つを解き明かし、「むかしからつたわるおいしい味が、これからも同じ味で
つたわってほしい」と、「昔のままの９：１が、あまい味のひみつ」より
も、自分の思いを深めていることがうかがわれる【授業記録５】。第６時では、はたらく人の思い
や工夫の観点からおいしさのひみつを解き明かすため、見学後のワークシートに多く記述されてい
た事柄をもとに、はたらく人のひみつを「Ⓐ春夏秋冬、２１度で管理する」「Ⓑ機械だけにまかせ

がんばって白しょうゆや白だしを作っていたので、あじわって
食べたいと思いました。白だしだけを作っている会しゃはめずら
しいことをしりました。きゅうりがいちばんおいしかったので、
また、食べたいです。白しょうゆや白だしのおいしさをもっとし
りたいと思いました。（第３時のＡの授業記録）【授業記録３】 

白しょうゆや白だしがおいしいは、ざいりょうもあると思
うけど、たぶん、はたらいている人が心をこめているからだ
と思います。２年生のときに、３年生が教えてくれたことは
おぼえてないから、おいしさのひみつを分かりやすくおしえ
たいと思いました。（第４時のＡの授業記録）【授業記録４】 

第２･３時の見学後のＡのワークシートの一部【授業記録２】 

写真５ 白しょうゆの材料 写真４ 試食の様子 

・自然でおいしいものを
作る努力をしている。 
・時間と手間をかける。 
・長期熟成で小麦や大豆
のおいしさを引き出す。 
・添加物を使わない。 
・安心して食べてもらえ
るおいしい調味料をめざ
している。  
資料４ 芝田さんのインタビュ
ーの内容（第５時） 

写真６ 七福の芝田さん 

・安心で健康に食べられ
るものを目指している。 
・新品のびんも洗ってき
れいにし、毎日１時間以
上そうじして、きれいな
空間で作っている。 
・殺菌して、センサーと
人の目で確かめる。 
・何度も何度もチェック
する。  
資料６ 芝田さんのインタビュ
ーの内容（第６時） 
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ず、人の目で確かめる」「Ⓒありがとうの言葉を大切にしている」（資料５）
の３つにしぼって提示し、社会的な見方や考え方を働かせるため、「３つの
中で大事だと思うものはどれかな」と発問した。子どもたちの意見は、Ⓐ
（５人）・Ⓑ（15人）・Ⓒ（９人）と分かれた。Ⓐは「温度が変わると、白しょうゆの色が変わ
る」「おいしさが変わる」「白しょうゆじゃなくなる」、Ⓑは、「人の目でごみやほこりをチェック
するから安心」「１つ１つ確認しているのがいい」「機械だけだと心配」「人と機械が協力している
のがいい」、Ⓒは、「ありがとうで味が変わる」「思った以上に、おいしくなる」「ありがとうはま
ほうの言葉、やさしくハッピーになる（児童Ａ）」など、作り方の観点から、おいしさのひみつを
とらえていった。教師は、はたらく人のひみつを解き明かすため、七福工場で働く芝田さん（写
真６）のインタビュー（資料６）を提示し、「はたらく人のひみつは何だろう」と発問し、振り返
りを記述した。Ａは「人ときかいがチームワークよくやっているのがいい」「おいしく安心なのが
すごくいい」「ありがとうの言葉をだいじにして、やさしい人が作っているので、こんなにおいし
い」と、Ⓑの意見と芝田さんの思いに触れながら、はたらく人のひみつを解き明かし、「白しょう
ゆをしれて、うれしい」と、「むかしからつたわるおいしい味が、これからも同じ味でつたわって
ほしい」（第5時）よりも、自分の思いを深めていることがうかがわれる【授業記録６】。第７･８
時では、「こんなにおいしい」という思いをもとに、「おいしい味わい方のひみつを見つけよう」
という課題で、「白しょうゆ博士とプロの料理人出前講座」を設定した。
第７時では、日東醸造株式会社の加藤さん（写真７）・伊東さんから、白
しょうゆの香り成分の体験や白しょうゆの味見（写真８）、白しょうゆの
香り成分のひみつ（資料７）などをお話いただいた。第８時では、料理
研究家の山口さんから、白しょうゆとじゃがいものあじさいご飯の実演
と試食、白しょうゆとズッキーニの浅漬け（写真９）、白だし
のお吸い物作り体験をさせていただいた。Ａは「（白しょうゆ
の香りの成分が）が300しゅるい」「花、くだもの、ほかにも
いろいろ」「みためもきれい」「味もおいしく」「白だしや白し
ょうゆを入れるだけでおいしい」「きらいなやさいでも、きに
せずたべれる味」「だれの口にもあう」と、おいしい味わい方
のひみつを見つけていることがうかがわれる【授業記録７】。
講座後、社会的な見方や考え方を働かせ、次時でおいしい味
わい方のひみつを解き明かすため、「この講座で、いちばん心
に残ったことは何かな」と問いかけ、振り返りを記述した。Ａは「見た目きれい」
「味もおいしく」「きらいなズッキーニでもきにせず、おいしく食べれた
から、びっくり」と、おいしい味わい方のひみつに気づき始め、「白しょ
うゆと白だしは、新川でうまれたもので、自まんできるものだから、日本
に広めたい」「白しょうゆのみりょくがしれて、白しょうゆがもっとすき
に」と、加藤さん・伊藤さん・山口さんとかかわり、出前講座での体験を
通して、自分の思いを深めていることがうかがわれる【授業記録８】。第
９時では、「白しょうゆがもっとすきに」をもとに、「おいしさのひみつは
何？味わい方からとき明かそう！」という課題を提示し、出前講座での体
験や料理研究家の山口さん（写真10）や調味料エバンジェリストの下倉さ
ん（写真11）の思いに迫ることで、おいしさのひみつを解明しようと考え
た。講座後のワークシートに多く記述されていた事柄をもとに、味わい方
のひみつを「㋐香りが300種類で、どんな料理にも合う」「㋑まぜるだけ
で、食べ物のおいしさを引き出す」」「㋒しょうゆより色がうすく、見た目
もよくなる」（資料８）の３つにしぼって提示し、社会的な見方や考え方
を働かせるため、「３つの中で大事だと思うものはどれかな」と発問し
た。子どもたちの意見は、㋐（８人）・㋑(８人)・㋒（13人）と分かれ
た。㋐は「においが300種類もあるから、どんな料理もおいしくなる」
「困ったら白しょうゆを使えばいい」「料理が楽しくなる。わくわくする
（児童Ａ）」、㋑は「ちゃんと味がつく」「もっと
おいしくなる」「食べ物がおいしくなるまほうの
もの」、㋒は「見た目も味もいいから、もっと食
べたくなる」「きれいで、おいしく見える」「おい
しそうで、わくわくする」など、出前講座での学
びを想起しながら、味わい方のひみつをとらえていった。教師は、出前講座で見つけた味わい方の
ひみつを解き明かすため、料理研究家の山口さん（資料９）と調味料エバンジェリストの下倉さん
のインタビュー（資料10）を提示し、「白しょうゆや白だしをおいしく味わうにはどうしたらいい
と思う」と発問した。「塩のかわりに使うといい」「まぜるだけで、あまくおいしくなる」「味が決
まらないときに使うといい」「作ってくれる人の心を考えて食べるとおいしく感じる（児童Ａ）」な
ど、子どもたちは、味わい方のひみつを見つけていった。Ａは「見た目や味を生かしたり、しおの
かわりにつかうとおいしくなるまほうの調味りょう」「すごくやく立つもの」と、㋑㋒の意見や山
口さん・下倉さんの思い触れながら、味わい方のひみつを解き明かし、「今は、味を感じて、はた
らいている人のど力を考えて、つかっていきます」と、「料理が楽しくなる。わくわくする」より

きかいだけではきれいにできないので、人ときかいがチーム
ワークよくやっているのがいいと思いました。おいしく安心な
のがすごくいいです。ありがとうの里のみなさんは、ありがと
うの言葉をだいじにして、やさしい人が作っているので、こん
なにおいしいのかと思いました。こんな白しょうゆをしれて、
うれしいです。（第６時のＡの授業記録）【授業記録６】 

白しょうゆや白だしは、はたらく人が手間と時間をかけ
て、高きゅうなざいりょうを使い、こうじきんだけをまぜて
いることがすごいと思いました。わたしは、むかしからつ
たわるおいしい味が、これからも同じ味でつたわってほし
いと思いました。（第５時のＡの授業記録）【授業記録５】 

写真８ 伊東さんと白しょうゆの味見

体験 

写真８ 加藤さんと白しょうゆの香り成
分の体験 

・白しょうゆには、香り
の成分が300種類ある。 
・バラやヒヤシンスなど
の花の香りや、バナナや
りんごなどの果物の香り
もある。 
・蒸したり、熱を加えた
りするとよくわかる。  
資料７ 香り成分のひみつ 

写真７ 白しょうゆ博士
の加藤さん 

写真９ ズッキーニの浅漬け体験 

写真９ 山口さん
のあじさいご飯の
実演 

白しょうゆと白だしは、新川でうまれたもので、自まんでき
るものだから、日本に広めたいです。白しょうゆや白だしをつ
かうと見た目もきれいになり、味もおいしくなります。きらい
なズッキーニでもきにせず、おいしく食べれたから、びっくり
しました。白しょうゆのみりょくがしれて、白しょうゆがもっ
とすきになりました。（第８時のＡの授業記録）【授業記録８】 

資料８ ３つの味わい方のひみつ 
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も、自分の思いを深めていることがうかがわれる【授業記録９】。第10･11時で
は、「今は、味を感じて、はたらいている人のど力を考えて、つかっていきます」
という思いの高まりを受け、今まで解明してきた白しょうゆ・白だしのおいしさ
のひみつをまとめ、おいしさのいちばんのひみつを考えるため、「とき明かした
『おいしさのひみつ』をまとめよう」という課題を提示し、「Ⅰ.作り方」「Ⅱ.は
たらく人」「Ⅲ．味わい方」について、タブレット端末を用いて追究のまとめ【授
業記録10】を行った。Ａは「天然
の材料を使う（Ⅰ）」「その食ざいで
できる白しょうゆや白だしの味がか
わってしまう」、「ありがとうの言葉
を大切にしている（Ⅱ）」「ありがとうと言ったらおいしくなる」「七ふくさんでは
たらいている人は、ありがとうを大切にしている」、「香りが300種類でどんな料理にも合う（Ⅲ）」
「どんなりょうりにも役立ち、わくわくしてつかいたい」を決め手に、「Ⅰ.作り方」「Ⅱ.はたらく
人」「Ⅲ．味わい方」のおいしさのひみつを解き明かした【授業記録10】。第11時の終末で、社会的
な見方や考え方を働かせ、次時でおいしさのいちばんのひみつを解き明かすため、「今まで解き明か
してきた作り方・はたらく人・味わい方のなかで、いちばん伝えたいおいしさのひみつは何かな」と
問いかけ、振り返りを記述した。Ａは「ⅡやⅢも大切だと思うけ
ど」と、今まで追究してきた作り方・はたらく人・味わい方のひ
みつを比較して関連づけ、「まずは、ざいりょう」「そのざいりょ
うでないと、白しょうゆの味にならない」「ざいりょうのりょうも
とても大切」「むかしから長く長くう
けつがれてる」と、おいしさのいち
ばんのひみつを解き明かしているこ
とがうかがわれる【授業記録11】。
よって、てだて②により、粘り強く課題を解決することにつながったと言えるだろう。 
ⅲ てだて③資料や発問を工夫し、追究活動を通して得た考えを話し合う場の設定 
単元を貫く課題を粘り強く追究するなかで解き明かしたおいしさのいちばんのひみつ「まずは、ざいりょう」「そ

のざいりょうでないと、白しょうゆの味にならない」【授業記録11】をもとに、第12時では、「おいしさのいちばん
のひみつをとき明かそう」という課題を提示して話し合う場を設定した。仲間の意見や思いに触れながら、白しょう
ゆ・白だしのおいしさのひみつを再評価することを通して社会参画の意識を高めようと考えた。「Ⅰ.作り方」「Ⅱ．
はたらく人」「Ⅲ.味わい方」のなかから、前時までの追究活動で解き明かしたいちばんのひみつを用い、仲間の意見
や思いにふれることができるようにするため、「いちばん伝えたいおいしさのひみつはどれかな」と発問した。子ど
もたちの意見は、Ⅰ(15人)・Ⅱ(７人)・Ⅲ(７人)と、七福さんの見学や出前講座から解き明かしたおいしさのひみ
つに集中した。Ⅰは「いい材料を使うからきれい」「高級な材料だからおいしい」「昔と同じ９：１だからおいしい」
「昔から伝わってきたおいしさ（児童Ａ）」、Ⅱは「ありがとうは、おいしくなる」「人の目があると安心・安全」「手
作業もあり、120％安全」、Ⅲは「何に入れてもおいしい」「見た目もよくなる」「おいしそうに見える」など、子ども
たちは、粘り強い追究活動で得た学びを生かしながら、考えを交流していった（写真12）。教師は板書の内容を用
い、「今も昔も同じおいしさで、安心・安全で、簡単に味わえる白しょ
うゆや白だしは、みんなにとってどんなものかな」と発問し、調味料エ
バンジェリストの下倉さんのインタビュー（資料11）を提示し、白し
ょうゆ・白だしのおいしさのひみつを再評価できるようにした。子ども
たちは、「うちの冷蔵庫にもあって、なくてはならないものだよ」「うち
もきゅうりのあさづけに使っている」「なくてはならない調味料だとマ
マも言ってた」「どんな料理にも役立つひみつの調味料だよ（児童Ａ）」
「ま法の調味料だよね」など、仲間の意見や思いに触れることで、白し
ょうゆ・白だしのおいしさのひみつを再評価し、生活と深くかかわって
いることに気づいていった。社会参画の意識を高めるため、「３年１組で白しょ
うゆ・白だしが家にある割合（事前に保護者にアンケートを依頼）」（資料12）
と「白しょうゆの全国での生産量の割合」（資料13）を提示し、「３年1組で
は、78％の家にあり、なくてはならない白しょうゆが、全国では0.7％しか作
られていないんだって。どう思う」と発問した。「そんなに少ないなんて」「お
いしいのに、何で少ないの」「白しょうゆのおいしさを知らないなんて、かわい
そう」「白しょうゆのおいしさを伝えたい」「おいしさのひみつを広めたい」「あ
りがとうの里の人の愛情がこもった白しょうゆのおいしさを広めたい（児童
Ａ）」と、白しょうゆ・白だしのおいしさのひみつを広めたいという思いを高め
ていった（資料14）。Ａは「白しょうゆは有名なちょう味りょう」「0.7％しか
作られていないと知って、とてもおどろき」「ありがとうの里の人が一生けんめ
い時間をかけてくれる
から、こんなにひみつ
がある」と、白しょう
ゆ・白だしのおいしさ
のひみつを再評価し、「かんたんにつかえるし、食べるとおいしいから、かかせないもの」「たくさんのりょう理にや
くだつから、ひみつのちょう味りょう」と、仲間の意見や思いに触れることで、白しょうゆ・白だしについて、自分

さいしょは、何も気にせずにつかっていたけど、今は、
味を感じて、はたらいている人のど力を考えて、つかって
いきます。見た目や味を生かしたり、しおのかわりにつか
うとおいしくなるまほうの調味りょうで、すごくやく立つも
のだと思いました。（第９時のＡの授業記録）【授業記録９】 

まずは、ざいりょうです。なぜなら、そのざいりょうでないと、白しょ
うゆの味にならないからです。ⅡやⅢも大切だと思うけど、ざいりょうの
りょうもとても大切だと思うし、むかしから長く長くうけつがれてるか
ら、とても大切だと思います。（第11時のＡの授業記録）【授業記録11】 

0.7％ 

７８％ 

（資料12･13を提示した後） 
Ｔ３年1組では、78％の家にあ
り、なくてはならない白しょう
ゆが、全国では0.7％しか作られ
ていないんだって。どう思う 

C31そんなに少ないなんて、びっ
くりした。 

C（口々に）ぼくも。わたしも。 
C32おいしいのに、何で少ないの

かなと思う。 
C33白しょうゆのおいしさを知ら

ないなんて、かわいそうだと
思います。 

（中略） 
Ｔどうしたい。 
C34白しょうゆのおいしさを伝え

たい。 
C35白しょうゆのおいしさのひみ

つを広めたい。 
児童A ありがとうの里の人の愛情

がこもった白しょうゆのおい
しさを広めたい。 

 
資料14 ７月７日授業記録の一部 

・食材の味や色を生かし
たいとき。きれいな色の
食材ややさしい味の食材
にはぴったり。 
・味が決まらないとき、
味が物足らないときに、
塩気とうまみのある白し
ょうゆを使うといい。  
資料９ 山口さんのインタビ
ューの内容 

写真10 料理研究家の山

口さん 

 
資料10 下倉さんのインタビ
ューの内容（第９時） 

写真11 調味料エバンジェ

リストの下倉さん 

・白しょうゆは、どちら
かというと塩みたいな味 
・塩の代わりに使うのが
おすすめ。 
・ふだん塩を使っている
ところに、白しょうゆを
使うと料理がおいしくな
るものがふえる。 

・白しょうゆは、なくて
はならない調味料 
・白しょうゆがないと料
理がおいしくならない 
・必ず冷蔵庫に入れるよ
うにしている  
資料11 下倉さんのインタビ
ューの内容（第12時） 

白しょうゆは有名なちょう味りょうだと思っていたけど、0.7％しか作られていないと知って、
とてもおどろきました。ありがとうの里の人が一生けんめい時間をかけてくれるから、こんなにひ
みつがあるんだなと思います。かんたんにつかえるし、食べるとおいしいから、かかせないものだ
と思います。たくさんのりょう理にやくだつから、ひみつのちょう味りょうですね。白しょうゆや
白だしのおいしさをたくさんの人に広めたいです。（第12時のＡの授業記録）【授業記録12】 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

Ａ 

Ａの追究のまとめ【授業記録10】 
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の生活との視点でも考えを深めていることがうかがわれる【授業記録12】。さらに、「白しょうゆや白だしのおいし
さをたくさんの人に広めたい」と、白しょうゆ・白だしのおいしさのひみつを広めたいという社会参画の意識を高め
ていることがうかがわれる【授業記録12】。よって、てだて③により、仲間の意見や思いにふれて考えを深めるなか
で社会参画の意識を高めることにつながったと言えるだろう。 
ⅳ てだて④社会参画の意識を具現化するための工夫 
第13時では、「おいしさをたくさんの人に広めたい」という

高まった社会参画の意識をもとに、「とき明かした『おいしさ
のひみつ』を伝えよう」という課題を提示し、白しょうゆ・白
だしのおいしさのひみつを広めるために動き出そうと考えた。資
料12（３年１組）・資料13（全国）の他に、事前にアンケートし
た２年生（資料15）･６年生（資料16）の結果も提示し、「どのひ
みつを伝えるといちばん効果があるかな」と発問した。子どもた
ちの意見は、以下のようになった。「Ⅰ.作り方」（５人）は、「今もむかしもこれからも変わらない味を伝えるとい
い」など、「Ⅱ.はたらく人」（７人）は、「安心・安全な味を、２年生みたいに、白しょうゆを知らない人に伝えると
いい（児童Ａ）」など、「Ⅲ.味わい方」（17人）は、「６年生のように使い方や使ったことがない人に、子どもでも簡
単にできることを伝えるといい」などであった。教師は、対象と方法を焦点化するため、「２年生のように白しょう
ゆを知らない人には、安心・安全、６年生のように使い方を知らない人には、味わい方だけを伝えればよいかな」と
問いかけた。「Ⅰの作り方がないと、白しょうゆの特長が分からない」「Ⅰも必要」という意見が多くを占め、「白し
ょうゆを知らない人には、作り方と安心安全」「使い方を知らない人には、作り方と味わい方」のひみつを伝えると
良いという考えに収束していった。さらに、白しょうゆ・白だしのおいしさのひみつを広めようと動き出すため、
「去年の３年生は、白しょうゆのひみつを教えてくれたけど、みんなはどうする。」と問いかけた。すると、「今年も
発表したい」という思いが高まっていった。Ａは「むかしも今もこれからもうけつがれている」「ありがとうの里の
人があいじょうをこめて作っていて、あん心あん全な味」「みんなにつかってほしい」「子どもでもできるなんて、さ
い強」「はやく２年生に発表したい」と、２年生においしさのひみつを伝えたいと動き出そうとしていることがうか
がわれる【授業記録13】。よって、てだて④により、高まった社会参画の意識をもとに、白しょうゆ･白だしのおい
しさを広めたいと動き出そうとすることにつながったと言えるだろう。 
３ 研究の成果と今後の課題 
第14時では、「はやく２年生に発表したい」という思いをもとに、「白し

ょうゆや白だしのおいしさを自まんしよう」と発問し、タブレット端末を
用いてちらしを制作し、２年生には発表、６年生には掲示する活動を行っ
た。Ａの制作したちらしを資料17に示す。Ａは、「はたらく人のひみつを
中心に、「あいじょうこもったしろしょうゆ」というキャッチフレーズをつけた（資
料17）。「こうきゅうなざいりょうで、むかしからつたわった」（見学･第５時）、「あ
んしんあんぜん」（第６時）、「かんたんにあじわえる」（出前講座･第９時）と、おい
しさのひみつを追究してきたことを生かして記述している（資料17）。これは、Ａ
が、新川発祥の白しょうゆ･白だしのおいしさのひみつを学びたいと強く思い、「作
り方のひみつ」「はたらく人のひみつ」「味わい方のひみつ」で学んだ事実を比較･関
連づけたりしながら、粘り強く課題を解決した姿といってよいだろう。さらに、「む
かしからつたわるおいしい味が、これからも同じ味でつたわってほしい」【授業記録５】、「白しょうゆをしれて、う
れしい」【授業記録６】、「白しょうゆと白だしは、新川でうまれたもので、自まんできるものだから、日本に広めた
い」「白しょうゆのみりょくがしれて、白しょうゆがもっとすきに」【授業記録８】、「今は、味を感じて、はたらいて
いる人のど力を考えて、つかっていきます」【授業記録９】と、Ａの思いが深まっている。これは、はたらく方の思
いの触れることで、白しょうゆへの社会認識が深まっている姿といってよいだろう。このＡの姿と２(３)ⅰ･ⅱの記
述から、てだて①②は有効であったと考える。よって、仮説１は立証されたと言える。 
「自分の考えを押し通す傾向があり、一度決めたら譲らない一面」【資料１】があるＡが、追究のまとめで、「Ⅱや

Ⅲも大切だと思うけど、ざいりょうのりょうもとても大切」【授業記録11】と、「Ⅱ.はたらく人」や「Ⅲ.味わい
方」で学んだことを比較しながら、自分の考えを決めることができた。第12時では、「昔から伝わってきたおいし
さ｣（写真12）から、資料11の提示後には、「どんな料理にも役立つひみつの調味料だよ」と変化し、資料12･13の
提示後には、「ありがとうの里の人の愛情がこもった白しょうゆのおいしさを広めたい」（資料14）と、仲間の意見
に触れることで、白しょうゆのおいしさのひみつを「ありがとうの里の人の愛情がこもった」と考えを深めることが
できた。２年生への発表後には、「白しょうゆは、いっぱいのくふうとありがとうの里の人のきもちがいっぱいある
からおいしい」「お店にもちらしをはりたい」「これからも白しょうゆを使っていきたい」【授業記録14】と記述して
いる。これは、Ａが、仲間の意見や思いにふれて考えを深めるなかで社会参画の意識を高め、その意識をもとに、白
しょうゆ・白だしのおいしさのひみつを広めたいと動き出そうとした姿と言ってよいだろう。この姿は「あいじょう
こめて」「ふつうのしょうゆとひとあじちがう」「ありがとうがこもった」「うすくてつかわなかったらそん」「はじめ
てのひともあんしんしてぜひつかって」（資料17）、「２年生の子が、白しょうゆをかいたいと言ってくれて、うれし
かった」【授業記録14】にも現れていると考えられる。このＡの姿と２(３）ⅲ･ⅳの記述から、てだて③④は有効で
あったと考える。よって、仮説２は立証されたと言える。 
社会科を学び始めたばかりの子どもたちでも、社会的事象をより自分事ととらえ、課題意識をもち続けられるよう

に単元を構成し、仲間（人・もの・こと）の思いに効果的に触れることができれば、社会参画の意識をより高められ
ることがわかった。課題は、社会的事象をどれだけ自分事としてとらえ、単元を貫く課題を追究できるように単元を
構想できるかであると考える。どの単元でも、より自分事として社会的事象をとらえられるよう、地道な教材研究と
教材の出合わせ方を研究していきたい。 

５２％ 
資料16 ６年生で白しょう
ゆ・白だしが家にあるかを
知らない割合 

まだまだ白しょうゆのおいしさを知らない人がたくさんいるけど、むか
しも今もこれからもうけつがれているからいいと思いました。ありがとう
の里の人があいじょうをこめて作っていて、あん心あん全な味なので、み
んなにつかってほしいです。子どもでもできるなんて、さい強です。はや
く２年生に発表したいです。（第13時のＡの授業記録）【授業記録13】 

２年生の子が、白しょうゆをかいたいと言ってくれて、
うれしかった。６年生にもたくさんちらしを見てほしい。
新川にも白しょうゆのことをしらない人がたくさんいて、
びっくりした。白しょうゆは、いっぱいのくふうとありが
とうの里の人のきもちがいっぱいあるからおいしい。お店
にもちらしをはりたい。これからも白しょうゆを使ってい
きたい。（第14時のＡの授業記録）【授業記録14】 

資料15 ２年生で白しょう
ゆ・白だしが家にあるかを
知らない割合 

８５％ 


